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一
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友
会
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…
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世
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六
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一
節

第
一
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大
戦
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村
行
政
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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世
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世
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事
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第
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章

日
露
戦
後
経
営
の
展
開
と
政
党
政
治
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新
潮
流

第
一
節

日
露
戦
後
経
営
の
方
針

一

日
露
戦
後
経
営
の
方
針

１

日
露
戦
後
経
営
に
つ
い
て
の
知
事
訓
示

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）八
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
３

２

時
運
の
進
展
と
行
政
事
務
刷
新
に
つ
い
て
の
知
事
訓
令

一
九
一
二
年（
明
治
四
十
五
）三
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
６

二

日
露
戦
後
の
税
徴
収
体
制

３

明
治
四
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度
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課
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一
九
〇
七
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四
十
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月
六
日
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別
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一
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〇
八
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四
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日
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）三
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
３１

９

町
村
合
併
後
の
成
績

一
九
一
四
年（
大
正
三
）六
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３２

二

地
方
改
良
運
動
と
地
域
振
興
の
構
想

１０

東
加
茂
郡
町
村
必
施
事
項
調
査
方
法

一
九
〇
八
年（
明
治
四
十
一
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６７

１１

戊
申
詔
書
の
趣
意
普
及
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
達

一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
）三
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
７０

１２

部
落
有
財
産
の
統
一
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
）十
一
月
十
二
日
…
…
…
…
…
７１

１３

基
本
財
産
積
戻
に
つ
い
て
の
知
事
訓
令

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）十
月
十
九
日
…
…
…
…
…
…
７２

１４

町
村
の
自
治
及
び
町
村
の
事
業
成
立
の
型
式
（
山
崎
延
吉
）

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）十
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７２

１５

富
田
高
慶
翁
と
西
郷
南
洲
翁
（
古
橋
源
六
郎
）

一
九
〇
八
年（
明
治
四
十
一
）五
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７５

１６

三
遠
農
学
社
東
三
支
社
事
歴

一
九
〇
五
年（
明
治
三
十
八
）六
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
７７

１７

渥
美
郡
野
田
村
の
模
範
村
表
彰

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）二
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
７９

１８

渥
美
郡
野
田
村
村
治
の
向
上
に
つ
い
て
の
立
誓
書

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）五
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
７９

１９

渥
美
郡
野
田
村
村
是
計
画
書

一
九
一
一
年（
明
治
四
十
四
）六
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８０

三

郡
制
度
を
め
ぐ
っ
て

２０

宝
飯
郡
役
所
移
転
請
願
書

一
九
一
二
年（
明
治
四
十
五
）二
月
九
日
…
…
…
…
…
…
…
８３



２１

碧
海
郡
役
所
移
転
に
つ
い
て
の
郡
長
内
申

一
九
一
三
年（
大
正
二
）四
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
８４

２２

碧
海
郡
役
所
移
転
反
対
請
願
書

一
九
一
三
年（
大
正
二
）五
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８５

２３

碧
海
郡
役
所
移
転
反
対
請
願
に
つ
い
て
の
郡
長
上
申

一
九
一
三
年（
大
正
二
）五
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
８６

２４

碧
海
郡
役
所
移
転
許
可
後
の
状
況
報
告

一
九
一
三
年（
大
正
二
）十
二
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
８６

２５

碧
海
郡
役
所
移
転
不
要
の
理
由

一
九
一
三
年（
大
正
二
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８８

２６

知
事
の
諮
問
に
対
す
る
八
名
郡
長
の
郡
制
廃
止
答
申
書

一
九
一
三
年（
大
正
二
）八
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
９０

２７

知
事
の
諮
問
に
対
す
る
海
部
郡
長
の
郡
制
廃
止
意
見

一
九
一
三
年（
大
正
二
）八
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
９３

第
三
節

地
域
基
盤
の
整
備
と
都
市
の
発
展

一

地
域
基
盤
・
産
業
基
盤
の
整
備

２８

愛
知
県
商
品
陳
列
館
規
則

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）八
月
三
十
一
日
…
…
…
…
…
９６

２９

中
央
線
の
全
通

一
九
一
一
年（
明
治
四
十
四
）五
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
９８

３０

土
木
費
支
弁
規
則

一
九
一
二
年（
明
治
四
十
五
）四
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
１００

３１

名
古
屋
港
拡
張
並
修
築
改
築
工
事
現
況
概
要

一
九
一
三
年（
大
正
二
）十
月
三
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
１０３

二

日
露
戦
後
の
都
市
の
発
達
と
都
市
行
政

３２

町
村
併
合
と
熱
田
町

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）―
一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）１０６

３３

熱
田
町
の
合
併
記
念
式

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）五
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
１１４

３４

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
の
開
催

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）三
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
１１５

３５

戸
口
調
査
規
則
改
正
に
つ
い
て
の
警
務
長
訓
授

一
九
〇
五
年（
明
治
三
十
八
）九
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
１２９

３６

ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
に
つ
い
て
の
知
事
諭
告

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）十
一
月
七
日
…
…
…
…
…
…
１３３

３７

�
場
法
施
行
細
則

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）十
一
月
七
日
…
…
…
…
…
…
１３５

３８

ハ
ン
セ
ン
病
の
予
防
及
び
療
養
費
に
つ
い
て
の
県
会
で
の
質
疑

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）十
一
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
１３７

３９

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
救
護
費
の
取
扱
に
つ
い
て

一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
）十
月
三
十
日
…
…
…
…
…
…
１３９

４０

ハ
ン
セ
ン
病
の
予
防
及
び
療
養
費
に
つ
い
て
の
県
会
で
の
質
疑

一
九
一
一
年（
明
治
四
十
四
）十
一
月
二
十
日
…
…
…
…
…
１４１

４１

名
古
屋
市
の
屎
尿
処
分
に
つ
い
て
の
県
令

一
九
一
二
年（
明
治
四
十
五
）二
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
１４３

４２

豊
橋
市
立
火
葬
場
管
理
規
程

一
九
一
二
年（
明
治
四
十
五
）二
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
１４９

第
四
節

日
露
戦
後
の
軍
事
と
植
民
地
へ
の
対
応

一

戦
捷
記
念
事
業
と
日
露
戦
後
の
軍
事

４３

県
下
の
戦
時
記
念
造
林
計
画

一
九
〇
五
年（
明
治
三
十
八
）十
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
１５０

４４

帰
還
軍
隊
歓
迎
に
つ
い
て
の
県
の
方
針

一
九
〇
五
年（
明
治
三
十
八
）十
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
１５１

４５

帰
還
軍
人
の
社
会
復
帰
に
つ
い
て
の
碧
海
郡
長
の
指
示

一
九
〇
五
年（
明
治
三
十
八
）十
一
月
六
日
…
…
…
…
…
…
１５２



４６

招
魂
祭
執
行
に
つ
い
て
の
第
三
師
団
の
意
向

一
九
〇
五
年（
明
治
三
十
八
）十
二
月
十
一
日
…
…
…
…
…
１５３

４７

第
三
師
団
凱
旋
大
慰
労
会
の
弁
明

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）二
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
１５４

４８

臨
時
大
招
魂
祭

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）三
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
１５５

４９

在
郷
軍
人
に
対
す
る
豊
橋
連
隊
区
司
令
官
諭
告

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）八
月
二
日
…
…
…
…
…
…
…
１５７

５０

特
命
検
閲
使
へ
の
申
告
事
項
取
調
書

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）五
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
１５８

５１

官
公
吏
に
よ
る
在
郷
軍
人
会
設
立
援
助
に
つ
い
て
の
八
名
郡
通
牒

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）十
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
１６１

二

軍
事
と
地
域
社
会

５２

渥
美
郡
伊
良
湖
岬
村
移
転
記
念
碑
の
建
立

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）十
二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
１６２

５３

渥
美
郡
中
山
漁
業
組
合
の
�
願
書
へ
の
対
応

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）―
一
九
〇
八
年（
明
治
四
十
一
）１６２

５４

渥
美
郡
福
江
町
長
の
大
砲
射
撃
猶
予
願

一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
）三
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
１６５

５５

漁
業
権
取
消
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
知
事
の
照
会

一
九
一
三
年（
大
正
二
）十
月
三
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
１６６

５６

廃
弾
類
盗
難
事
件
に
つ
い
て
軍
と
裁
判
所
の
往
復
書
類

一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
）七
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１６７

５７

第
十
五
師
団
新
設
敷
地
買
収
に
つ
い
て
の
渥
美
郡
高
師
村
�
願
書

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）五
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１６８

５８

新
設
第
十
五
師
団
敷
地
に
つ
い
て
渥
美
郡
牟
呂
村
民
へ
の
説
諭

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）八
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
１６９

５９

第
十
五
師
団
献
地
問
題

一
九
〇
八
年（
明
治
四
十
一
）七
月
二
十
四
日
…
…
…
…
…
１７０

６０

新
設
第
十
五
師
団
と
地
域

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）―
一
九
一
一
年（
明
治
四
十
四
）１７２

三

植
民
地
と
愛
知
県

６１

韓
国
統
監
府
巡
査
辞
令
授
与
に
お
け
る
県
第
四
部
長
訓
辞

一
九
〇
六
年（
明
治
三
十
九
）六
月
二
十
九
日
…
…
…
…
…
１７６

６２

韓
国
皇
太
子
来
訪
に
つ
い
て
の
名
古
屋
市
の
対
応

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）十
二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１７８

６３

東
洋
拓
殖
会
社
の
朝
鮮
農
業
従
事
希
望
者
に
つ
い
て
の
八
名
郡
通
牒

一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
）四
月
十
九
日
…
…
…
…
…
…
１７９

６４

韓
国
併
合
に
つ
い
て
の
額
田
郡
内
牒

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）八
月
二
十
九
日
…
…
…
…
…
１７９

６５

韓
国
併
合
に
つ
い
て
の
豊
橋
市
会
意
見
書

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）九
月
二
日
…
…
…
…
…
…
…
１８０

６６

韓
国
併
合
祝
賀
に
つ
い
て
の
額
田
郡
宮
崎
村
通
知

一
九
一
〇
年（
明
治
四
十
三
）九
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
１８０

６７

台
湾
先
住
民
「
討
伐
」
従
事
者
へ
の
慰
問
及
び
救
護

一
九
一
四
年（
大
正
三
）六
月
―
八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
１８１

６８

行
旅
病
人
身
柄
引
取
に
つ
い
て
の
台
南
庁
よ
り
の
照
会

一
九
一
六
年（
大
正
五
）十
一
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
１８３

第
五
節
「
明
治
」
か
ら
「
大
正
」
へ

一

明
治
天
皇
の
死
去
と
大
喪

６９

天
皇
違
例
と
見
舞
品
献
上
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
一
二
年（
明
治
四
十
五
）七
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
１８４

７０

天
皇
死
去
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
一
二
年（
明
治
四
十
五
）七
月
三
十
日
…
…
…
…
…
…
１８５

７１

大
正
へ
の
改
元
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
知

一
九
一
二
年（
大
正
元
）七
月
三
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
１８５



７２

天
皇
死
去
の
報
に
接
し
た
名
古
屋
市
内
の
様
子

一
九
一
二
年（
大
正
元
）七
月
三
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
１８６

７３

天
皇
死
去
と
県
下
各
地
の
対
応

一
九
一
二
年（
大
正
元
）八
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８８

７４

大
喪
中
の
心
得
に
つ
い
て
の
額
田
郡
形
埜
村
通
知

一
九
一
二
年（
大
正
元
）八
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８９

７５

大
喪
に
お
け
る
児
童
心
得
に
つ
い
て
の
東
加
茂
郡
長
訓
令

一
九
一
二
年（
大
正
元
）八
月
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１８９

７６

大
喪
当
日
の
上
京
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
一
二
年（
大
正
元
）八
月
二
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
１９０

７７

喪
章
着
用
に
つ
い
て
の
額
田
郡
形
埜
村
通
牒

一
九
一
二
年（
大
正
元
）八
月
三
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
１９０

７８

遥
拝
式
の
挙
行
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
一
二
年（
大
正
元
）九
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９１

二

悠
紀
斎
田
点
定
問
題
と
大
正
天
皇
即
位
礼

７９

県
下
よ
り
斎
田
採
用
内
定

一
九
一
四
年（
大
正
三
）二
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９２

８０

碧
海
郡
六
ツ
美
村
か
ら
の
御
料
悠
紀
田
選
定
願

一
九
一
四
年（
大
正
三
）二
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
１９３

８１

知
事
の
斎
田
候
補
地
視
察

一
九
一
四
年（
大
正
三
）三
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９４

８２

斎
田
の
三
候
補
地
に
つ
い
て
の
知
事
の
談

一
九
一
四
年（
大
正
三
）三
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９４

８３

悠
紀
斎
田
の
所
在
決
定
に
つ
い
て
の
県
告
示

一
九
一
四
年（
大
正
三
）三
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９５

８４

悠
紀
斎
田
勅
定
に
つ
い
て
の
県
民
一
同
心
得
方
知
事
諭
告

一
九
一
四
年（
大
正
三
）三
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
１９６

８５

斎
田
点
定
と
県
民
の
覚
悟
（
愛
知
県
内
務
部
）

一
九
一
五
年（
大
正
四
）九
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９６

８６

六
ツ
美
の
村
民
各
位
に
告
ぐ

一
九
一
九
年（
大
正
八
）十
一
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
１９８

８７

大
礼
奉
祝
が
華
美
に
失
せ
ざ
る
こ
と
を
求
め
る
北
設
楽
郡
通
牒

一
九
一
三
年（
大
正
二
）八
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
１９９

８８

大
礼
記
念
造
林
標
柱
建
設
補
助
規
程

一
九
一
五
年（
大
正
四
）七
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１９９

８９

御
大
典
奉
祝
に
つ
い
て
の
海
部
郡
八
開
村
の
取
り
組
み

一
九
一
五
年（
大
正
四
）十
月
二
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
２００

９０

一
般
心
得
及
び
拝
観
者
心
得
に
つ
い
て
の
知
事
諭
告

一
九
一
五
年（
大
正
四
）十
月
三
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２０２

９１

�
饌
場
の
位
置
に
つ
い
て
の
県
告
示

一
九
一
五
年（
大
正
四
）十
一
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２０３

９２

名
古
屋
離
宮
伺
候
者
の
資
格
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
一
五
年（
大
正
四
）十
一
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２０３

９３

養
老
の
典
に
つ
い
て
の
額
田
郡
長
内
訓

一
九
一
五
年（
大
正
四
）十
一
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２０４

９４

大
嘗
祭
当
日
の
名
古
屋
市
内

一
九
一
五
年（
大
正
四
）十
一
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
２０５

９５

愛
知
県
と
御
大
典
と
の
関
係
（
松
井

茂
）

一
九
一
五
年（
大
正
四
）十
二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２０６

第
六
節

日
露
戦
後
か
ら
大
正
政
変
期
の
政
党

一

政
友
会
の
内
紛
と
非
政
友
勢
力
の
形
成

９６

熱
田
街
道
改
修
を
め
ぐ
る
県
会
の
動
向

一
九
〇
五
年（
明
治
三
十
八
）十
二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
２０８

９７

道
路
改
修
案
否
決
の
内
情

一
九
〇
五
年（
明
治
三
十
八
）十
二
月
二
日
…
…
…
…
…
…
２１０

９８

共
進
会
費
否
決
に
就
て
（
横
井
甚
四
郎
）

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）十
一
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
２１１



９９

否
決
派
議
員
の
反
省
を
促
す
（
愛
知
県
会
議
員

安
東
敏
之
）

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）十
一
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
２１４

１００

共
進
会
復
活
問
題
と
政
友
会
の
態
度

一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）十
二
月
十
七
日
…
…
…
…
…
…
２１５

１０１

非
政
友
派
に
告
ぐ

一
九
〇
八
年（
明
治
四
十
一
）五
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
２１６

１０２

民
声
�
楽
部
の
発
会

一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
）一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２１８

１０３

政
友
会
大
井
憲
太
郎
の
敗
北

一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
）九
月
九
日
…
…
…
…
…
…
…
２２１

１０４

名
古
屋
電
気
鉄
道
株
式
会
社
功
労
株
に
つ
い
て
の
知
事
の
報
告

一
九
一
一
年（
明
治
四
十
四
）一
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
２２３

二

大
正
政
変
と
愛
知
政
界

１０５

閥
族
と
国
民
の
決
戦
（
衆
議
院
議
員

森
田
小
六
郎
）

一
九
一
二
年（
大
正
元
）十
一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２２５

１０６

政
友
会
に
よ
る
憲
政
擁
護
県
民
大
会

一
九
一
二
年（
大
正
元
）十
二
月
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
２２９

１０７

桂
内
閣
成
立
後
に
於
て
吾
人
の
執
る
べ
き
態
度
（
小
山
松
寿
）

一
九
一
二
年（
大
正
元
）十
二
月
二
十
二
日
…
…
…
…
…
…
２３１

１０８

東
海
十
一
州
同
志
大
会
と
憲
政
擁
護
政
談
大
演
説
会

一
九
一
三
年（
大
正
二
）一
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
２３３

１０９

閥
族
党
と
名
古
屋

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２３６

１１０

桂
新
党
と
愛
知
県

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２３８

１１１

非
政
友
連
合
に
つ
い
て
の
鈴
置
代
議
士
の
談

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２３９

１１２

民
声
�
楽
部
と
新
党
の
結
成

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２４０

１１３

政
界
側
面
観一

九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２４１

１１４

桂
新
党
と
名
古
屋
市
実
業
家

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２４２

１１５

早
川
竜
介
の
政
友
会
脱
党
理
由
書

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２４３

１１６

新
党
支
部
準
備
の
進
展

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２４４

１１７

政
友
会
県
支
部
の
動
揺

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
２４４

１１８

県
下
政
党
の
消
長

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
２４５

１１９

愛
知
政
友
の
態
度

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
２４５

１２０

憲
政
擁
護
運
動
以
降
の
政
友
会
県
支
部
の
状
況

一
九
一
三
年（
大
正
二
）二
月
二
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
２４８

１２１

鈴
置
倉
次
郎
の
小
山
松
寿
宛
書
簡

一
九
一
三
年（
大
正
二
）三
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２４９

１２２

立
憲
同
志
会
県
支
部
設
置
運
動

一
九
一
三
年（
大
正
二
）四
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２５０

１２３

立
憲
同
志
会
県
支
部
設
立
の
見
通
し

一
九
一
三
年（
大
正
二
）八
月
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２５０

１２４

桂
公
薨
去
と
大
疑
獄
の
影
響

一
九
一
三
年（
大
正
二
）十
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２５０

１２５

故
桂
公
と
名
古
屋
（
蔵
生
）

一
九
一
三
年（
大
正
二
）十
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２５１

１２６

三
角
同
盟
に
か
か
わ
る
大
疑
獄
の
判
決

一
九
一
三
年（
大
正
二
）十
二
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
２５３

１２７

立
憲
同
志
会
支
部
の
設
立
延
期

一
九
一
四
年（
大
正
三
）一
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２５５



１２８

遊
廓
移
転
地
事
件
公
判
速
記

一
九
一
四
年（
大
正
三
）一
月
二
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
２５６

第
二
章

第
一
次
世
界
大
戦
下
の
愛
知
県
の
発
展
と
矛
盾

第
一
節

第
一
次
世
界
大
戦
下
の
県
行
政
と
町
村
行
政

一

第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
対
応

１２９

戦
時
下
の
県
民
の
態
度
に
つ
い
て
の
知
事
訓
示
要
領

一
九
一
七
年（
大
正
六
）六
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
２６３

１３０

官
紀
振
粛
に
つ
い
て
の
知
事
訓
示
要
領

一
九
一
七
年（
大
正
六
）六
月
二
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
２６９

１３１

対
敵
取
引
に
つ
い
て
の
県
通
牒

一
九
一
八
年（
大
正
七
）四
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
２７５

１３２

粗
製
品
の
輸
出
予
防
に
つ
い
て
の
県
通
牒

一
九
一
八
年（
大
正
七
）五
月
二
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
２７６

１３３

中
央
報
徳
会
主
催
戦
後
準
備
講
演
会

一
九
一
七
年（
大
正
六
）七
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２７６

１３４

第
一
次
世
界
大
戦
戦
後
経
営
の
方
針
に
つ
い
て
の
知
事
諭
告

一
九
一
八
年（
大
正
七
）三
月
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２８２

１３５

消
費
の
節
約
に
よ
り
戦
後
の
国
力
充
実
を
求
め
る
知
事
訓
令

一
九
一
八
年（
大
正
七
）十
二
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
２８３

二

第
一
次
世
界
大
戦
下
の
地
方
自
治

１３６

中
島
郡
町
村
長
会
に
お
け
る
郡
長
注
意
事
項

一
九
一
四
年（
大
正
三
）八
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２８４

１３７

愛
知
県
自
治
会
の
発
足

一
九
一
六
年（
大
正
五
）―
一
九
一
八
年（
大
正
七
）…
…
…
２８９

１３８

西
加
茂
郡
高
橋
村
の
自
治
発
展
策

一
九
一
七
年（
大
正
六
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２９２

１３９

市
町
村
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
制
定
に
つ
い
て
の
知
事
訓
令

一
九
一
八
年（
大
正
七
）四
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
２９７

１４０

市
町
村
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
交
付
に
つ
い
て
の
規
程

一
九
一
八
年（
大
正
七
）四
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
２９８

１４１

三
川
改
修
案
否
決

一
九
一
六
年（
大
正
五
）一
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
３００

１４２

五
大
川
改
良
計
画
内
容

一
九
一
六
年（
大
正
五
）十
月
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３０４

第
二
節

地
方
都
市
の
発
展
と
矛
盾

一

名
古
屋
市
電
車
焼
き
討
ち
事
件
へ
の
対
応

１４３

騒
擾
中
の
名
古
屋
市
の
対
応
①

一
九
一
四
年（
大
正
三
）九
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３０７

１４４

騒
擾
初
日
に
つ
い
て
の
被
害
状
況
調
査
復
命
書

一
九
一
四
年（
大
正
三
）九
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３０８

１４５

騒
擾
中
の
名
古
屋
市
の
対
応
②

一
九
一
四
年（
大
正
三
）九
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３１０

１４６

騒
擾
に
対
す
る
松
井
知
事
の
意
見

一
九
一
四
年（
大
正
三
）九
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３１１

１４７

騒
擾
中
の
名
古
屋
市
の
対
応
③

一
九
一
四
年（
大
正
三
）九
月
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３１２

１４８

騒
擾
鎮
圧
の
負
傷
警
察
官
に
対
す
る
名
古
屋
市
長
の
慰
問
状

一
九
一
四
年（
大
正
三
）九
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３１３

１４９

騒
擾
鎮
圧
に
つ
い
て
の
名
古
屋
市
長
の
第
三
師
団
長
宛
礼
状

一
九
一
四
年（
大
正
三
）九
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３１４

１５０

電
車
運
賃
引
き
下
げ
の
知
事
命
令

一
九
一
四
年（
大
正
三
）九
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３１４



１５１

電
車
賃
問
題
に
つ
い
て
の
知
事
の
仲
裁
案

一
九
一
四
年（
大
正
三
）九
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
３１５

１５２

事
件
後
の
警
察
力
増
強
案
に
つ
い
て
の
県
会
で
の
質
疑

一
九
一
四
年（
大
正
三
）十
一
月
二
十
四
日
…
…
…
…
…
…
３１６

二

岡
崎
の
市
制
施
行
と
「
大
名
古
屋
」
の
構
想

１５３

岡
崎
の
市
制
運
動

一
九
一
三
年（
大
正
二
）十
一
月
二
十
二
日
…
…
…
…
…
…
３２９

１５４

岡
崎
市
制
問
題

一
九
一
四
年（
大
正
三
）三
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３３０

１５５

岡
崎
町
市
制
施
行
に
つ
い
て
の
知
事
訓
示
要
旨

一
九
一
六
年（
大
正
五
）六
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３３０

１５６

豊
橋
と
岡
崎
（
前
豊
橋
市
長

大
口
喜
六
）

一
九
一
六
年（
大
正
五
）九
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３３６

１５７

大
名
古
屋
論
（
小
林
橘
川
）

一
九
一
六
年（
大
正
五
）九
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３４１

１５８

大
名
古
屋
建
設
の
前
提
（
名
古
屋
高
工
校
長
工
学
博
士

武
田
五
一
）

一
九
一
九
年（
大
正
八
）一
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３４６

１５９

住
宅
市
営
と
市
区
改
正
調
査
委
員
（
小
林
橘
川
）

一
九
一
九
年（
大
正
八
）五
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
３４７

１６０

名
古
屋
市
の
公
設
市
場

一
九
一
九
年（
大
正
八
）四
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３５０

１６１

県
内
の
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
数
と
県
の
対
応

一
九
一
九
年（
大
正
八
）十
二
月
二
十
二
日
…
…
…
…
…
…
３５３

１６２

ペ
ス
ト
予
防
の
た
め
の
船
舶
検
疫
施
行
に
つ
い
て
の
県
告
示

一
九
一
六
年（
大
正
五
）十
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３５３

１６３

ペ
ス
ト
予
防
の
た
め
の
消
毒
施
行
に
つ
い
て
の
県
令

一
九
一
七
年（
大
正
六
）六
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３５４

１６４

ペ
ス
ト
防
疫
に
つ
い
て
の
県
会
で
の
質
疑

一
九
一
六
年（
大
正
五
）十
二
月
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
３５４

１６５

ペ
ス
ト
予
防
の
た
め
の
捕
鼠
及
び
斃
鼠
買
い
上
げ

一
九
一
七
年（
大
正
六
）四
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３５９

１６６

ペ
ス
ト
予
防
の
た
め
の
買
鼠
抽
籤
の
懸
賞

一
九
一
七
年（
大
正
六
）八
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３６０

１６７

倉
庫
納
屋
防
鼠
設
備
規
則

一
九
一
七
年（
大
正
六
）八
月
二
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
３６０

第
三
節

米
価
騰
貴
問
題
・
米
騒
動
と
治
安
維
持

一

愛
知
県
の
対
応

１６８

物
価
の
常
準
の
持
続
に
つ
い
て
の
知
事
諭
告

一
九
一
八
年（
大
正
七
）四
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
３６２

１６９

米
穀
の
円
滑
な
販
売
供
給
に
つ
い
て
の
知
事
諭
告

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３６２

１７０

米
価
暴
騰
に
と
も
な
う
内
帑
金
の
下
賜

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３６３

１７１

騒
擾
へ
の
適
切
な
対
処
と
民
心
安
定
に
つ
い
て
の
知
事
訓
令

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
二
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
３６４

二

都
市
部
の
対
応

１７２

豊
橋
市
窮
民
救
助
規
則

一
九
一
七
年（
大
正
六
）七
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３６５

１７３

内
帑
金
下
賜
に
つ
い
て
の
豊
橋
市
長
告
諭

一
九
一
八
年（
大
正
七
）九
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３６６

１７４

西
貢
米
の
分
配
に
つ
い
て
の
名
古
屋
市
長
諭
告

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３６６

１７５

米
価
暴
騰
へ
の
対
応
に
つ
い
て
町
総
代
宛
協
力
依
頼

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３６７

１７６

名
古
屋
市
の
困
窮
者
救
済
方
法
案

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３６７



１７７

市
民
の
騒
擾
軽
挙
に
つ
い
て
の
名
古
屋
市
長
諭
告

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３６８

１７８

騒
擾
鎮
撫
に
つ
い
て
の
県
通
牒

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３６９

１７９

名
古
屋
市
の
白
米
廉
売
の
経
過
概
要

一
九
一
八
年（
大
正
七
）十
二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３６９

１８０

出
征
軍
人
家
族
へ
の
台
湾
米
贈
与
に
つ
い
て
の
名
古
屋
市
尚
武
会
通
知

一
九
一
八
年（
大
正
七
）九
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３７１

１８１

白
米
廉
売
所
運
営
に
協
力
の
在
郷
軍
人
会
慰
労
に
つ
い
て
の
西
区
長
内
申

一
九
一
八
年（
大
正
七
）十
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３７２

１８２

天
長
節
の
施
米
に
つ
い
て
の
困
窮
者
調
査
結
果
の
報
告

一
九
一
八
年（
大
正
七
）十
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
３７３

三

郡
部
・
農
村
部
の
対
応

１８３

暴
利
取
締
令
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３７４

１８４

内
地
米
廉
売
に
つ
い
て
の
碧
海
郡
上
郷
村
通
知

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３７５

１８５

米
廉
売
と
公
民
権
の
関
係
に
つ
い
て
の
海
部
郡
長
よ
り
照
会

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
３７５

１８６

下
賜
金
処
分
の
方
法
に
つ
い
て
の
海
部
郡
長
よ
り
照
会

一
九
一
八
年（
大
正
七
）九
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３７６

１８７

廉
売
廃
止
に
つ
い
て
の
碧
海
郡
上
郷
村
の
通
知

一
九
一
八
年（
大
正
七
）十
月
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３７７

１８８

米
価
暴
騰
に
よ
る
渥
美
郡
田
原
町
困
窮
者
救
助
寄
附
金

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３７７

１８９

渥
美
郡
田
原
町
窮
民
救
助
規
定

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
３７８

１９０

困
窮
者
調
査
に
つ
い
て
の
渥
美
郡
田
原
町
長
の
依
頼
並
び
に
回
答

一
九
一
八
年（
大
正
七
）八
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
３７９

第
四
節

第
一
次
大
戦
期
の
政
党

一

国
政
選
挙
に
お
け
る
二
大
政
党
化
の
進
展

１９１

政
友
会
入
会
の
辞
（
大
島
久
満
次
）

一
九
一
四
年（
大
正
三
）十
二
月
二
十
二
日
…
…
…
…
…
…
３８１

１９２

愛
知
政
友
動
揺

一
九
一
四
年（
大
正
三
）十
二
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
３８３

１９３

非
政
友
大
演
説
会

一
九
一
五
年（
大
正
四
）二
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３８３

１９４

大
隈
伯
後
援
会
発
会
式

一
九
一
五
年（
大
正
四
）二
月
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３８６

１９５

第
十
二
回
総
選
挙
の
逐
鹿
戦

一
九
一
五
年（
大
正
四
）三
月
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３８７

１９６

同
志
会
支
部
発
会
式

一
九
一
五
年（
大
正
四
）三
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３８９

１９７

本
県
政
友
会
殆
全
滅

一
九
一
五
年（
大
正
四
）四
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３９０

１９８

三
角
同
盟
解
体
後
の
県
会
議
員
選
挙

一
九
一
五
年（
大
正
四
）四
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３９１

１９９

新
政
党
の
組
織
と
予
の
立
場
（
小
山
松
寿
）

一
九
一
六
年（
大
正
五
）十
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
３９３

２００

第
十
三
回
総
選
挙
と
名
古
屋
市

一
九
一
七
年（
大
正
六
）二
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３９５

２０１

第
十
三
回
総
選
挙
に
お
け
る
滝
正
雄
の
立
候
補
宣
言

一
九
一
七
年（
大
正
六
）二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３９６

２０２

憲
政
会
愛
知
県
支
部
発
会
式

一
九
一
七
年（
大
正
六
）三
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
３９８

２０３

憲
政
会
磯
貝
浩
再
起
の
裏
面

一
九
一
七
年（
大
正
六
）四
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３９８



２０４

第
十
三
回
総
選
挙
の
執
行

一
九
一
七
年（
大
正
六
）四
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
４００

２０５

名
古
屋
市
で
の
憲
政
会
の
敗
北

一
九
一
七
年（
大
正
六
）四
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
４０１

二

県
会
に
お
け
る
非
政
友
派
の
優
位
と
内
部
対
立

２０６

県
政
�
楽
部
設
立

一
九
一
五
年（
大
正
四
）五
月
二
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
４０３

２０７

県
会
議
員
選
挙
と
対
選
挙
三
派
の
態
度

一
九
一
五
年（
大
正
四
）九
月
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４０４

２０８

県
会
議
員
選
挙
後
の
県
政
界
の
分
野

一
九
一
五
年（
大
正
四
）九
月
二
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
４０５

２０９

県
下
に
於
け
る
政
友
会
の
衰
亡
（
ｍ
生
）

一
九
一
五
年（
大
正
四
）十
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
４０６

２１０

木
曽
川
案
と
同
志
会

一
九
一
六
年（
大
正
五
）一
月
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
４０８

２１１

木
曽
川
案
通
過

一
九
一
六
年（
大
正
五
）一
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
４０９

２１２

議
長
改
選
事
情
と
憲
政
会
県
支
部

一
九
一
六
年（
大
正
五
）十
一
月
二
十
二
日
…
…
…
…
…
…
４１１

２１３

治
水
案
の
成
行

一
九
一
六
年（
大
正
五
）十
二
月
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
４１１

２１４

県
政
革
新
団
の
設
立
と
憲
政
会

一
九
一
七
年（
大
正
六
）十
一
月
三
十
日
…
…
…
…
…
…
…
４１２

２１５

革
新
団
遂
に
独
立

一
九
一
七
年（
大
正
六
）十
二
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
４１４

２１６

中
学
実
業
四
校
設
置
建
議
通
過
（
太
刀
生
）

一
九
一
七
年（
大
正
六
）十
二
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
４１５

２１７

県
会
を
顧
み
て

一
九
一
八
年（
大
正
七
）十
二
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
４１８

第
三
章
「
大
愛
知
」
の
成
立
と
展
開

第
一
節

第
一
次
世
界
大
戦
戦
後
経
営
と
工
業
化
・
都
市
化
の
進
展

一

民
力
涵
養
運
動
と
戦
後
経
営

２１８

講
和
祝
賀
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
一
九
年（
大
正
八
）六
月
二
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
４２３

２１９

講
和
条
約
の
締
結
と
名
古
屋
市
の
祝
賀
風
景

一
九
一
九
年（
大
正
八
）七
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４２５

２２０

額
田
郡
の
民
力
涵
養
事
業
の
実
施

一
九
一
九
年（
大
正
八
）六
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
４２８

２２１

額
田
郡
区
長
懇
談
会
協
議
事
項

一
九
一
九
年（
大
正
八
）七
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４３１

２２２

愛
知
県
の
民
政
及
民
力
涵
養
の
五
大
綱
（
内
務
省
監
察
官
法
学
博
士

松
井
茂
）

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）十
一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４３５

２２３

八
名
郡
各
町
村
で
の
民
力
涵
養
施
設
事
業

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）十
二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４４４

２２４

民
力
涵
養
活
動
写
真
及
び
講
演
会
の
開
催
予
定

一
九
二
一
年（
大
正
十
）十
一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４５１

２２５

知
事
の
県
発
展
構
想
（
愛
知
県
知
事

宮
尾
舜
治
）

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４５２

２２６

民
力
の
充
実
と
国
運
の
進
展
に
つ
い
て
の
知
事
訓
令

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）一
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
４５６

２２７

府
県
道
認
定
に
つ
い
て
の
県
告
示
と
県
道
一
覧
表

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）四
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４５７

２２８

総
合
大
学
設
置
に
つ
い
て
の
県
会
意
見
書

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）十
二
月
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
４６３

第
二
節

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
お
け
る
都
市
の
発
達



一

各
市
の
発
展
と
都
市
計
画
の
実
施

２２９

都
市
計
画
と
市
民
の
諒
解
（
名
古
屋
市
技
師
土
木
課
長
特
別
会
員

長
崎
敏
音
）一

九
一
九
年（
大
正
八
）十
二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４６５

２３０

新
に
市
と
な
れ
る
一
宮
（
外
山
福
男
）

一
九
二
一
年（
大
正
十
）十
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４６９

２３１

大
豊
橋
市
建
設
の
出
発
点
に
就
て
（
豊
橋
市
土
木
課
長

長
崎
敏
音
）

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）七
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４７３

２３２

豊
橋
都
市
計
画
区
域
決
定
理
由
書

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）七
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
４７７

２３３

岡
崎
都
市
計
画
区
域
決
定
理
由
書

一
九
二
六
年（
大
正
十
五
）三
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
４８１

２３４

県
の
衛
星
都
市
計
画

一
九
二
六
年（
大
正
十
五
）五
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
４８４

二

都
市
環
境
の
整
備
と
社
会
政
策

２３５

ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
法
施
行
細
則

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）二
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４８５

２３６

自
転
車
取
締
規
則

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）三
月
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４８６

２３７

結
核
予
防
法
施
行
細
則

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）八
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４９０

２３８

豊
橋
市
水
道
布
設
工
事
認
可
稟
請

一
九
二
六
年（
大
正
十
五
）七
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
４９２

２３９

市
営
住
宅
と
其
政
策
に
就
て
（
名
古
屋
市
技
師
特
別
会
員

長
崎

敏
音
）

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４９３

２４０

豊
橋
職
業
紹
介
所
の
開
設

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４９６

２４１

岡
崎
市
立
職
業
紹
介
所
の
開
設

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）六
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
４９７

２４２

名
古
屋
市
労
働
紹
介
所
の
開
設

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）十
一
月
二
日
…
…
…
…
…
…
…
４９８

第
三
節

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
町
村
行
政
と
地
域
振
興

一

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
町
村
行
政

２４３

自
治
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
（
南
設
楽
郡
長

田
中
修
）

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４９９

２４４

碧
海
郡
六
ツ
美
村
の
制
限
外
課
税
許
可
稟
請

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）三
月
二
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
５０１

２４５

地
租
並
び
に
営
業
税
を
地
方
税
に
移
譲
す
る
決
議
実
行
方
法

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）四
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５０３

２４６

丹
羽
郡
町
村
長
会
々
則

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）四
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５０４

２４７

町
村
長
会
総
会
で
の
議
決
事
項
案

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）五
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
５０４

２４８

地
方
長
官
会
議
で
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
の
知
事
訓
示
要
領

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）三
月
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
５０７

２４９

行
政
刷
新
に
つ
い
て
の
知
事
提
出
意
見

一
九
二
五
年（
大
正
十
四
）七
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５１１

２５０

町
村
自
治
会
準
則
及
び
通
達

一
九
二
一
年（
大
正
十
）一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５１４

２５１

知
多
郡
大
府
町
戸
主
会

一
九
二
一
年（
大
正
十
）八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５１６

２５２

東
春
日
井
郡
守
山
町
自
治
会
幹
部
会
の
創
立

一
九
二
一
年（
大
正
十
）十
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５１７

２５３

義
捐
金
品
募
集
の
緊
急
広
告

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）九
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
５２０



２５４

関
東
地
方
の
震
災
に
つ
い
て
の
名
古
屋
市
の
緊
急
処
置

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）九
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
５２１

２５５

関
東
大
震
災
へ
の
愛
知
県
の
取
り
組
み

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）九
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５２３

２５６

県
警
察
の
大
な
る
反
省
を
望
む

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）九
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
５２７

２５７

碧
海
郡
旭
村
に
お
け
る
震
災
救
済
活
動

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）十
一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５３０

二

農
村
振
興
と
農
民
党
の
構
想

２５８

農
民
党
の
樹
立
は
時
代
の
要
求
（
我
農
生

山
崎
延
吉
）

一
九
二
五
年（
大
正
十
四
）二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５３３

２５９

異
端
者
の
手
記

小
農
党
の
こ
と
な
ど
（
幡
豆
郡
三
和
村

加
藤

愛
村
）

一
九
二
五
年（
大
正
十
四
）六
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５３７

三

郡
制
・
郡
役
所
廃
止
問
題

２６０

郡
業
務
の
県
移
管
に
つ
い
て
の
県
会
で
の
質
疑

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）十
二
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
５４３

２６１

郡
制
廃
止
後
県
に
帰
属
す
る
権
利
義
務
に
つ
い
て
の
県
告
示

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）三
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
５４８

２６２

郡
制
廃
止
後
の
郡
の
事
業

一
九
二
五
年（
大
正
十
四
）五
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
５５２

２６３

郡
役
所
廃
止
に
伴
う
廃
合
町
村
の
調
査

一
九
二
六
年（
大
正
十
五
）七
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
５５４

２６４

郡
立
学
校
の
県
移
管
に
つ
い
て
の
県
会
意
見
書
案
と
県
会
質
疑

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）十
二
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
５５６

第
四
節

大
国
主
義
と
思
想
的
統
合

一

国
体
論
的
価
値
意
識
の
諸
相

２６５

名
古
屋
市
内
の
皇
太
子
帰
朝
奉
祝
行
事

一
九
二
一
年（
大
正
十
）九
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５５８

２６６

県
内
の
皇
太
子
帰
朝
の
奉
祝
行
事

一
九
二
一
年（
大
正
十
）九
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５６１

２６７

皇
太
子
成
婚
記
念
事
業
と
名
古
屋
市
公
会
堂

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）五
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
５６５

２６８

額
田
郡
河
合
村
に
お
け
る
皇
太
子
成
婚
記
念
事
業

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５６７

２６９

皇
太
子
御
成
婚
に
つ
い
て
の
知
事
談
話

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）一
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
５６９

２７０

御
成
婚
記
念
英
才
教
育
積
立
金
規
程

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５７１

２７１

国
民
精
神
作
興
詔
書
に
つ
い
て
の
県
諭
告

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）一
月
二
十
二
日
…
…
…
…
…
…
５７２

２７２

国
民
精
神
作
興
に
つ
い
て
の
実
行
方
案

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５７３

二

五
大
強
国
の
基
盤
形
成

２７３

岡
崎
市
の
倹
約
の
努
力
週
間

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）五
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
５７９

２７４

消
費
節
約
当
選
標
語

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）十
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
５７９

２７５

生
活
改
善
断
行
に
つ
い
て
の
丹
羽
郡
通
牒

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）十
二
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
５８１

２７６

勤
倹
奨
励
に
つ
い
て
の
県
諭
告

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）十
一
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
５８１

２７７

額
田
郡
下
山
村
の
勤
倹
奨
励

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）十
一
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
５８３



２７８
「
時
の
記
念
日
」
制
定
に
つ
い
て
の
丹
羽
郡
通
牒

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）六
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５８６

２７９
「
時
の
記
念
日
」
挙
行
に
つ
い
て
の
丹
羽
郡
通
達

一
九
二
一
年（
大
正
十
）五
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
５８７

２８０
「
時
の
記
念
日
」
に
つ
い
て
の
丹
羽
郡
内
小
学
校
の
取
扱
通
知

一
九
二
一
年（
大
正
十
）六
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５８７

２８１

丹
羽
郡
小
学
校
教
員
会
の
「
時
の
記
念
日
」
宣
伝
歌

一
九
二
一
年（
大
正
十
）六
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５８８

２８２

丹
羽
郡
楽
田
村
の
「
時
の
記
念
日
」
状
況
報
告

一
九
二
一
年（
大
正
十
）六
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
５８９

２８３

丹
羽
郡
楽
田
村
小
学
校
の
「
時
の
記
念
日
」
宣
伝
ビ
ラ

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）六
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
５９１

２８４

メ
ー
ト
ル
度
量
衡
の
実
施
に
つ
い
て

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）七
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
５９２

２８５

メ
ー
ト
ル
度
量
衡
の
実
施
報
告
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）七
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
５９３

２８６

国
勢
調
査
事
務
に
つ
い
て
の
葉
栗
郡
町
村
長
会
議
事
項

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）五
月
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
５９４

２８７

国
勢
調
査
の
宣
伝
に
就
い
て
（
愛
知
県
臨
時
国
勢
調
査
部
長
愛
知
県

内
務
部
長

小
幡
豊
治
）

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）六
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５９９

２８８

国
勢
調
査
の
心
得

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）六
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６０２

２８９

国
勢
調
査
実
施
に
伴
う
神
社
例
祭
日
変
更
に
つ
い
て
の
額
田
郡
通
牒

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）七
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６０３

２９０

国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
講
演
会
開
催
の
碧
海
郡
上
郷
村
通
牒

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）九
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６０５

２９１

国
勢
調
査
へ
の
協
力
に
つ
い
て
の
名
古
屋
市
長
諭
告

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）九
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
６０５

２９２

水
面
調
査
に
つ
い
て
の
指
示
事
項

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）九
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
６０６

２９３

国
勢
調
査
記
念
章
伝
達
に
つ
い
て
の
知
事
告
辞

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６１１

第
五
節

第
一
次
大
戦
後
か
ら
第
二
次
護
憲
運
動
期
の
政
党

一

第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
政
友
会
の
優
勢
と
内
部
対
立

２９４

第
十
四
回
総
選
挙
の
形
勢

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）四
月
二
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
６１３

２９５

政
戦
の
跡
（
雲

生
）

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）五
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６１５

２９６

非
政
友
派
の
�
落

一
九
二
〇
年（
大
正
九
）五
月
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
６１７

２９７

暗
闘
遂
に
破
裂
し
て
愛
知
政
友
分
裂

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）十
月
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
６１８

２９８

愛
知
政
友
の
一
革
新

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）十
二
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
６２０

２９９

日
光
川
改
修
問
題
の
是
非

一
九
二
二
年（
大
正
十
一
）十
二
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
６２２

３００

政
友
会
愛
知
県
支
部
陣
容
を
一
新
す

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）一
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
６２４

３０１

市
部
選
挙
界
の
一
般
方
略
と
政
憲
両
派

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）九
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
６２７

３０２

期
待
を
裏
切
っ
た
選
挙
界

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）九
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
６２８

３０３

県
会
議
員
選
挙
鳥
瞰

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）九
月
二
十
四
日
…
…
…
…
…
…
６３１

３０４

県
会
議
員
選
挙
の
戦
い
の
跡

一
九
二
三
年（
大
正
十
二
）九
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６３３



二

第
二
次
護
憲
運
動
期
の
愛
知
政
界

３０５

清
浦
内
閣
の
出
現
に
暫
く
隠
忍
自
重

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）一
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
６３４

３０６

政
友
会
県
支
部
の
内
閣
不
信
任
へ
の
態
度

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）一
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
６３６

３０７

県
政
友
支
部
解
散
と
政
友
本
党
へ
の
加
入

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）二
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
６３７

３０８

政
友
本
党
の
公
開
演
説
（
榎
本
杢
太
郎
）

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）四
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
６３８

３０９

憲
政
会
大
演
説
会
と
護
憲

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）五
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
６４１

３１０

活
気
み
な
ぎ
る
憲
政
派

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）五
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
６４４

３１１

選
挙
の
後

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）五
月
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
６４５

３１２

加
藤
内
閣
出
現
の
祝
賀
提
灯
行
列

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）六
月
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
６４７

三

政
友
本
党
の
内
部
対
立
と
県
会

３１３

甲
子
�
楽
部
生
る

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）八
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
６４８

３１４

郡
部
政
本
の
挑
戦
で
大
波
瀾
は
免
れ
ぬ

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）十
一
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
６４９

３１５

非
本
党
連
合
軍
に
よ
る
県
政
研
究
会
の
組
織

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）十
一
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
６５０

３１６

学
校
問
題
と
行
き
詰
ま
っ
た
県
会

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）十
二
月
六
日
…
…
…
…
…
…
…
６５１

３１７

愛
知
床
次
会
の
発
会
式

一
九
二
六
年（
大
正
十
五
）十
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
６５４

第
六
節

第
一
次
大
戦
後
の
地
域
と
軍
事

一

渥
美
郡
高
師
原
演
習
場
問
題

３１８

渥
美
郡
高
師
原
演
習
場
損
害
賠
償
問
題
解
決
要
領

一
九
二
四
年（
大
正
十
三
）八
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
６５７

３１９

渥
美
郡
高
師
原
演
習
場
損
害
賠
償
問
題
の
�
末

一
九
二
六
年（
大
正
十
五
）一
月
十
九
日
…
…
…
…
…
…
…
６５９

二

第
十
五
師
団
廃
止
問
題
と
第
十
八
連
隊
移
転
問
題

３２０

豊
橋
市
会
の
歩
兵
第
十
八
連
隊
移
転
意
見
書

一
九
二
五
年（
大
正
十
四
）四
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
６６２

３２１

渥
美
郡
高
師
村
民
大
会
で
の
歩
兵
第
十
八
連
隊
誘
致

一
九
二
五
年（
大
正
十
四
）四
月
二
十
八
日
…
…
…
…
…
…
６６３

３２２

渥
美
郡
高
師
村
で
の
歩
兵
第
十
八
連
隊
誘
致
実
行
委
員
選
出

一
九
二
五
年（
大
正
十
四
）四
月
二
十
九
日
…
…
…
…
…
…
６６４

３２３

第
十
五
師
団
の
廃
止
の
日

一
九
二
五
年（
大
正
十
四
）五
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
６６５

第
七
節
「
昭
和
」
へ
の
改
元

３２４

天
皇
死
去
に
つ
い
て
の
額
田
郡
下
山
村
通
牒

一
九
二
六
年（
昭
和
元
）十
二
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
６６７

３２５

天
皇
追
悼
法
会
開
催
に
つ
い
て
の
額
田
郡
下
山
村
通
牒

一
九
二
六
年（
昭
和
元
）十
二
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
６６９

３２６

践
祚
並
び
に
改
元
に
つ
い
て
の
額
田
郡
下
山
村
移
牒

一
九
二
六
年（
昭
和
元
）十
二
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
６６９

３２７

大
喪
の
一
般
心
得
に
つ
い
て
の
知
事
官
房
通
知

一
九
二
六
年（
昭
和
元
）十
二
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
６７０

３２８

無
料
宿
泊
所
の
淋
し
き
遥
拝

一
九
二
六
年（
昭
和
元
）十
二
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
６７１



３２９

遥
拝
式
開
催
に
つ
い
て
の
額
田
郡
町
村
長
会
通
牒

一
九
二
六
年（
昭
和
元
）十
二
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
６７２

３３０

年
賀
郵
便
の
特
別
取
扱
休
止
に
つ
い
て
の
通
知

一
九
二
六
年（
昭
和
元
）十
二
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
６７３

３３１

遥
拝
式
に
つ
い
て
の
額
田
郡
下
山
村
通
牒

一
九
二
六
年（
昭
和
元
）十
二
月
二
十
九
日
…
…
…
…
…
…
６７３

３３２

大
喪
儀
当
日
の
県
下
各
地
の
様
子

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）二
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６７４

第
四
章

体
制
的
危
機
下
の
愛
知
県

第
一
節

金
融
恐
慌
下
の
県
政

一

経
済
的
危
機
と
県
臨
時
財
政
調
査
会

３３３

地
方
税
改
正
に
伴
う
税
制
整
理

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）二
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
６７９

３３４

家
屋
税
の
施
行
に
迫
り
て
（
愛
知
県
庶
務
課

野
田
茂
四
郎
）

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）三
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６８１

３３５

緊
急
勅
令
（
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
）
に
つ
い
て
の
県
諭
告

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）四
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
６８３

３３６

市
郡
連
帯
県
費
負
担
割
合
を
め
ぐ
る
県
会
で
の
質
疑

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）十
二
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
６８４

３３７

県
の
来
年
度
予
算
は
緊
縮
整
理

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）七
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６９０

３３８

納
税
施
設
奨
励
に
つ
い
て
の
県
通
牒

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）一
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６９２

３３９

社
会
政
策
を
加
味
し
た
予
算
編
成
方
針

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）九
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
６９３

３４０

愛
知
県
臨
時
財
政
調
査
会
生
る
（
地
方
事
務
官

小
浜
元
夫
）

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）五
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６９４

３４１

第
一
回
臨
時
財
政
調
査
会
の
開
催

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）七
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６９６

二

緊
縮
財
政
下
の
市
町
村
行
政

３４２

町
村
電
話
施
設
に
つ
い
て
の
県
の
方
針

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）三
月
二
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
６９８

３４３

郡
役
所
廃
止
後
の
市
町
村
長
会
議

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７００

３４４

岡
崎
市
下
水
道
建
設
の
た
め
の
市
債
発
行
議
案

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）一
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
７０３

３４５

予
算
編
成
難
の
一
宮
市

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７０５

３４６

市
町
村
予
算
編
成
に
就
い
て
（
愛
知
県
地
方
課

小
岩
正
一
）

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）十
一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７０６

三

合
併
問
題
と
各
地
の
市
制
・
町
制
施
行

３４７

東
春
日
井
郡
坂
下
村
の
町
制
施
行

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）―
一
九
二
八
年（
昭
和
三
）…
…
…
７０８

３４８

碧
海
郡
大
浜
・
棚
尾
両
町
合
併
問
題

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）四
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７０９

３４９

県
下
市
町
村
に
お
け
る
合
併
促
進
運
動

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）五
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
７１０

３５０

岡
崎
市
の
合
併
問
題

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７１１

３５１

東
春
日
井
郡
瀬
戸
町
の
市
制
施
行

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）九
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７１３

四

名
古
屋
博
覧
会
と
都
市
機
能
の
拡
大



３５２

御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
で
の
名
古
屋
市
長
式
辞

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）九
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７１５

３５３

御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会
案
内
図

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）九
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７１６

３５４

御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会

大
礼
館

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７１６

３５５

御
大
典
奉
祝
名
古
屋
博
覧
会

特
設
館

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７１７

３５６

下
水
道
完
備
に
つ
い
て
の
豊
橋
市
会
意
見
書

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）十
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
７２１

３５７

人
口
百
万
突
破
と
名
古
屋
市
公
会
堂
の
建
設

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）十
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７２２

五

ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
対
応

３５８

ハ
ン
セ
ン
病
・
精
神
病
・
結
核
救
済
の
対
策

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）四
月
九
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７２３

３５９

ハ
ン
セ
ン
病
絶
滅
の
た
め
の
期
成
同
盟
会
発
足

一
九
三
一
年（
昭
和
六
）三
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７２４

３６０

ハ
ン
セ
ン
病
絶
滅
の
た
め
の
期
成
同
盟
会
初
大
会

一
九
三
一
年（
昭
和
六
）三
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７２５

３６１

ハ
ン
セ
ン
病
絶
滅
の
た
め
の
期
成
同
盟
会
の
講
演
と
映
画

一
九
三
一
年（
昭
和
六
）六
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
７２５

３６２

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の
入
所
手
続

一
九
三
一
年（
昭
和
六
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７２６

第
二
節

昭
和
初
期
の
政
党
政
治
と
県
会

一

昭
和
初
期
の
愛
知
県
の
政
情

３６３

地
方
政
情
調一

九
二
九
年（
昭
和
四
）十
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７２７

二

二
大
政
党
と
無
産
政
党

３６４

新
党
設
立
の
動
き
と
政
友
本
党
県
支
部

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）五
月
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７３２

３６５

旧
政
友
諸
君
に
敬
意
を
表
す

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）五
月
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７３５

３６６

愛
知
県
の
憲
政
会
同
志
は
こ
ぞ
っ
て
新
党
に
参
加
す

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）五
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７３６

３６７

愛
知
政
友
の
更
生

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）五
月
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７３７

３６８

新
生
の
民
政
党

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）六
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７３９

３６９

政
友
会
県
支
部
大
会

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）十
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７４４

３７０

労
農
民
衆
党
結
党
式

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）一
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７４６

３７１

労
農
党
支
部
声
明
書
発
表

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）一
月
十
六
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７４９

３７２

公
約
破
棄
の
労
農
党
名
古
屋
支
部

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）二
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７５０

三
「
普
通
選
挙
」
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て

３７３

素
面
素
小
手
で
打
っ
て
出
た
無
産
候
補

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）九
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７５１

３７４

加
藤
伯
の
遺
産
を
守
り
強
く
正
し
く
進
ん
だ

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）九
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
７５３

３７５

喜
び
に
満
ち
た
山
崎
常
吉
氏

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）九
月
二
十
七
日
…
…
…
…
…
…
…
７５４

３７６

第
十
六
回
総
選
挙
予
想

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）一
月
―
二
月
…
…
…
…
…
…
…
…
７５５



３７７

普
選
激
励
演
説
会

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）二
月
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７６６

３７８

普
選
最
初
の
投
票
と
棄
権
率

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）二
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
７６９

３７９

さ
ん
と
輝
け
り
普
選
壇

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）六
月
二
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
７７１

四

民
政
党
へ
の
批
判
と
動
揺

３８０

民
政
党
の
刷
新
と
憲
政
一
新
会

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）―
一
九
二
九
年（
昭
和
四
）…
…
…
７７３

３８１

田
中
氏
除
名
の
真
相

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）九
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７７７

３８２

緊
縮
内
閣
を
糾
弾
す
る
政
友
会
県
支
部
大
演
説
会

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）十
一
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７８０

３８３

三
河
の
民
政
青
年
団

一
九
三
一
年（
昭
和
六
）六
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７８１

第
三
節

思
想
問
題
へ
の
対
応
と
教
化
総
動
員
運
動

一

昭
和
天
皇
即
位
行
事

３８４

大
典
を
期
し
て
差
別
観
念
の
撤
廃
を
求
め
る
知
事
諭
告

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）八
月
二
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
７８３

３８５

先
帝
の
行
幸
跡
に
記
念
標
柱
を
建
設

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）九
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
７８４

３８６

名
古
屋
市
の
大
典
記
念
事
業

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）十
月
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７８４

３８７

名
古
屋
市
の
記
念
事
業
と
し
て
の
市
庁
舎
新
築

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）十
一
月
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７８６

３８８

大
礼
奉
祝
の
た
め
花
電
車
運
転

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７８７

３８９

名
古
屋
市
内
の
奉
祝
行
事

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７８８

３９０

渥
美
郡
田
原
町
の
大
典
奉
祝
に
つ
い
て
の
協
定
事
項

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）十
一
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
７９４

３９１

額
田
郡
下
山
村
の
大
礼
記
念
事
業

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）四
月
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７９５

３９２

大
礼
に
際
し
て
の
地
方
�
饌
に
つ
い
て
の
県
通
達

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）八
月
一
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７９９

３９３

町
村
助
役
へ
の
地
方
�
饌
資
格
を
求
め
る
渥
美
郡
町
村
会
の
陳
情
書

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）九
月
十
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８０１

３９４

無
産
団
体
代
表
へ
大
典
期
間
中
の
取
締
方
針
通
告

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）十
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８０２

３９５

献
上
品
及
び
天
覧
品
関
係
者
な
ど
の
保
菌
検
査
に
つ
い
て

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８０３

３９６

天
皇
行
幸
に
先
だ
ち
掃
除
及
び
汚
物
処
理
に
つ
い
て

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）八
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８０７

二

思
想
問
題
へ
の
対
応

３９７

共
産
党
事
件
に
つ
い
て
の
県
通
牒

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）四
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
８０８

３９８

国
民
精
神
作
興
に
つ
い
て
の
知
事
訓
令

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）五
月
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８０９

３９９

思
想
問
題
講
習
会
の
開
催

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）七
月
十
三
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８０９

４００

国
民
精
神
作
興
講
習
会
の
開
催

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）二
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８１２

三

教
化
総
動
員
運
動
の
展
開

４０１

愛
知
県
婦
人
連
盟
教
化
節
約
同
盟
決
議
事
項

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）十
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８１３



４０２

本
県
に
お
け
る
教
化
動
員
運
動
の
概
況

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）九
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８１５

第
四
節

昭
和
恐
慌
の
発
生
と
恐
慌
へ
の
対
応

一

緊
縮
財
政
と
公
私
経
済
緊
縮
運
動

４０３

公
私
経
済
緊
縮
運
動
に
つ
い
て
の
活
動
写
真
筋
書
懸
賞
募
集
要
項

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）九
月
四
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８２８

４０４

県
会
で
の
知
事
の
予
算
編
成
方
針
演
説

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）十
一
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
８３０

４０５

額
田
郡
下
山
村
公
私
経
済
緊
縮
並
び
に
教
化
動
員
計
画
要
綱

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）十
二
月
二
十
三
日
…
…
…
…
…
…
８３４

４０６

公
私
経
済
緊
縮
並
び
に
教
化
動
員
運
動
に
つ
い
て
の
県
通
牒

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）一
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８３８

４０７

国
産
品
愛
用
強
調
週
間
実
施
に
つ
い
て
の
県
通
牒

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）二
月
十
二
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８３９

４０８

公
私
経
済
緊
縮
愛
知
地
方
委
員
会
の
設
置

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）三
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８４０

４０９

額
田
郡
岩
津
町
で
公
吏
の
減
俸

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）九
月
二
十
八
日
…
…
…
…
…
…
…
８４３

二

不
況
対
策
・
失
業
対
策
の
推
進

４１０

名
古
屋
市
無
料
診
療
規
程

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）四
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８４４

４１１

公
益
質
屋
の
生
業
資
金
貸
付
に
つ
い
て
の
県
通
牒

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）四
月
二
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
８４６

４１２

日
雇
労
働
者
の
失
業
に
対
す
る
応
急
的
施
設
に
つ
い
て
の
県
通
牒

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）九
月
三
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８４７

４１３

県
最
初
の
失
業
救
済
事
業

一
九
三
〇
年（
昭
和
五
）九
月
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８４９

第
五
節

十
五
年
戦
争
の
前
提

一

昭
和
二
年
陸
軍
特
別
大
演
習

４１４

陸
軍
特
別
大
演
習
事
務
打
合
せ

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８５０

４１５

陸
軍
特
別
大
演
習
図

一
九
二
七
年（
昭
和
二
）十
一
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
８５７

二

第
三
師
団
の
山
東
出
兵
と
防
空
大
演
習

４１６

第
三
師
団
動
員
部
隊
出
発
の
状
況

一
九
二
八
年（
昭
和
三
）六
月
八
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８５８

４１７

山
東
派
遣
部
隊
帰
還
の
状
況

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）六
月
七
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８６２

４１８

豊
橋
市
に
お
け
る
防
空
演
習
実
施
に
つ
い
て

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）七
月
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８６８

４１９

防
空
演
習
の
概
要
と
実
施
計
画

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）七
月
十
五
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８６９

４２０

防
空
演
習
第
一
日
の
概
要
と
統
監
部
講
評

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）七
月
二
十
日
…
…
…
…
…
…
…
…
８７２

４２１

防
空
演
習
第
二
日
の
概
要
と
統
監
部
講
評

一
九
二
九
年（
昭
和
四
）七
月
二
十
一
日
…
…
…
…
…
…
…
８７３


